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2023 SUPER GT 第3戦「SUZUKA GT 450km RACE」(6/3-4) 
鈴鹿サーキット(1周5.807km) 
入場者数︓予選11,000名、決勝22,000名 合計33,000名 

 6月4日（日）、今シーズン序盤の締めくくりとなる第3戦「SUZUKA GT 450km RACE」の決勝が行われ、5番グリ
ッドからスタートした関口は5位のポジションをキープしながらトップと10秒差以内を快走。22周を終えてピットイン、タイヤ
をフレッシュにしアンダーカットとダブルスティント敢行で形勢逆転を試みた。しかし、そのアウトラップの23周目のヘアピンで
後方の64号車に右側面を接触されてしまう不運なアクシデントが発生。大きく順位を落としてしまう。また接触により、フロ
ントカウルが浮いてしまい、加えて右サイドの重要なパーツであるバーチカルフィンを失う手負いの状態に。その後はペース
が上がらず、43周を終え中山と交代。最後まで諦めない追い上げを続けて、57周目に前走車に追いつき抜く直前に、シ
ケイン手前にて大きな事故が発生し、施設も破損。安全防護柵の修復が最大レース時間内に完了する事が見込まれな
いため、決勝レースはトップが58周完了時点の順位となる15位で赤旗終了となった（6/12にリザルト確定）。ドライバ
ーポイントは獲得ならずランキング11位（計6点）に、チームポイントは2点を獲得しランキング12位（計14点）となっ
た。次戦第4戦は、8月5日（土）・6日（日）に富士スピードウェイにて開催される。 
 

■事前情報 
 今シーズン序盤の締めくくりとなる第3戦「SUZUKA GT 450km 
RACE」（鈴鹿サーキット）。大会公式画像に今年も描かれるなど期待も
高く、チームの本拠地に近いため応援者も多く訪れる鈴鹿。ここまでの2戦
では決勝で巻き返し、連続ポイントを獲得しているDENSO KOBELCO 
SARD GR Supra。6月3日（土）午前に公式練習、午後にノックアウト
方式（Q1､Q2）の公式予選で、4日（日）決勝は13時30分スター
ト。レース距離は450km（77周︓約3時間弱）で争われ、給油を伴う
ピットストップは2回が義務付け。1人のドライバーの最大運転周回数は51
周まで。サクセスウェイトは現獲得ポイントの倍となる12kgを搭載する。重量増による鈴鹿でのタイムの落ち込みは、12kgだと
約0.3秒弱となる。 
 昨年行われた鈴鹿戦では5月大会で4位、8月大会で3位と好成績を残しているDENSO KOBELCO SARD GR Supra。
この後、第4戦富士までは2ヶ月ほどインターバルが空き、シリーズ後半に向けて逆襲の狼煙とするためにも、ひと区切りとなるこ
の鈴鹿での勝利を強く望むところ。2ストップの長丁場ゆえに、いくつものレースプランをもって臨機応変で緻密な戦略が必要と
なり、ドライバーやピットワークを含めたチーム全体の総合力とその底力の強さによって大きく勝負が左右される第3戦鈴鹿。天
気も運も味方につけたうえで、しっかりと実力を出し切ることが求められる。非常に厳しく激しい戦いが予想されるが、脇阪寿一
監督のもとチーム一丸に勢い良く、威風凜然に勝利を目指していった。  



■公式練習走行 
 心配された台風2号による大雨の影響もなく、快晴となった3日
（土）9時15分から開始された公式練習走行は、気温23度/路面
温度26度のコンディションの中、85分間の混走セッションが開始され
た。最初にソフト系ドライタイヤを装着して中山がコースイン。クルマのバ
ランスやタイヤ評価を行いながら走行し、6周目に1分46秒874とその
時点で2番手タイムをマークと調子の良さを走り出しから見せた。鈴鹿に
特に必要な回頭性も十分とのことで11周目からは関口が同じタイヤを
評価しながら、ロングランの確認を中心としたプログラムを進めていった。
ロングランでもペースが49～50秒台と非常に良いラップを刻んでいった。
混走セッションはトータル28周を走行して、最初に中山がマークした1分46秒874のタイムで8番手となった。 
 10分間のGT500単独セッションでは、気温25度/路面温度30度に上昇。関口がミディアム系ドライタイヤで予選のアタック
シミュレーションを実施。4周目に1分45秒758の4番手をマークし好調さをアピールした。公式練習走行ではトータル33周を
走行し4位となった。その後のFCYテストは関口が担当して、予選に向けての準備中心の走行。サーキットサファリでは中山が
担当して、決勝へ向けたセット確認を行い、午前中の走行は好感触を得られる内容となった。 
 
 

■公式予選 
■Ｑ1︓関口が5番手タイムでQ1突破 
 3日（土）20分遅れの15時58分から開始されたQ1は、気温25
度/路面温度39度の晴れ。予定より開始時間が遅くなり、タイヤのウォ
ームアップに懸念があり、コースオープンしてからほどなくしてピットを離れ
た関口は、ミディアム系タイヤを装着。入念に熱をタイヤのウォームアップ
を3周行い、アタックすると決めた4周目セクター1をまず区間トップタイム
で駆け抜ける。続くデグナーのあるセクター2でも気合いの入った走りで
速さを見せる関口は、ホンダ勢やウェイトの軽いクルマが得意とする前
半区間をうまくまとめる走り。長めの区間でスプーンカーブなど難しさのあ
るセクター3で再び区間トップタイムをマークしておおいに期待がかかる。
最終セクターも無難にまとめて、1分44秒881を叩き出し、タイムボードの2番手に躍り出る速さを見せた関口が駆るDENSO 
KOBELCO SARD GR Supra。最終的に5番手で見事にQ1突破を果たした。 
 
 

■Ｑ2︓中山が非常に僅差の戦いのQ2で6番手タイム（予選正式結果5位） 
 3日（土）16時36分のQ2開始時点は、気温25度/路面温度38
度とQ1とほぼ同様のコンディション。ここから路面温度が大きく下がるこ
とが予想されたが、Q1と同じくミディアム系タイヤを装着して開始早々に
コースイン。Q1を戦った関口からアドバイスを受け、闘志十分に車両に
乗り込んだ中山。その関口より速いペースでタイヤのウォームアップを行っ
ていった。ターゲットの4周目にタイヤの温めを適切にアジャストしてアタッ
クを開始。セクター1ではQ1区間タイムをコンマ2秒削ってくる。セクター
2では、ほぼ同タイムで駆け抜けたが、次のセクター3のスプーンカーブで
若干オーバーステアが出てしまいロスしてしまう。最終セクターでコンマ1
秒以上取り戻す諦めない走りを見せた中山は、1分44秒924を叩き出し、非常に僅差の戦いとなったQ2で6番手タイムとな
った。この後、公式予選後の再車両検査でトップタイム車両が失格となったため、DENSO KOBELCO SARD GR Supraは、
公式予選正式結果は5位となり、3列目イン側5番グリッドからスタートすることとなった。 
 
 

  



■決勝 

■ウォームアップ走行 
 4日（日）ピットウォークでは「コベルコ神戸スティーラーズ」山本幸輝
選手と北出卓也選手の出演。ミニラグビーボールやシールを配布し、関
口、中山、脇阪監督とともにサーキットを盛大に盛り上げた。その後、
12時から開始された20分間のウォームアップ走行は気温27度/路面
温度38度の晴れ。DENSO KOBELCO SARD GR Supraは、中山
が決勝セットの確認のため4周走行して関口と交代。途中、トップタイム
を叩き出すなど好調さを維持。ウォームアップはトータル11周を走行。6
周目に関口のマークした1分49秒027でトップタイムをマークした。 
 

■決勝レース 
第１スティント／第2スティント︓関口がダブルスティント敢行もまさかの接触に 
 4日（日）13時30分決勝スタート時点は気温28度/路面温度41
度の初夏の暑さを感じるコンディション。三重県警のパレードラン、フォー
メーションラップの後、450kｍのレースが整然とスタートが切られた。5番
グリッドからスタートしたDENSO KOBELCO SARD GR Supraを駆る
関口は、5位のポジションをキープしながらトップと10秒差以内を快走。
途中FCYからのSC導入でタイヤが冷えてしまい、リスタート後の14周目
のヘアピンで16号車にかわされ、その後も思うようにペースが上がらない
ため、22周を終えてピットイン。タイヤをフレッシュにしアンダーカットとダブ
ルスティント敢行で形勢逆転を試みた。しかし、そのアウトラップの23周
目のヘアピンで後方からきた64号車に右側面を接触されてしまう不運なアクシデントが発生。スピンを喫したがコース上で何と
か留まり、その後、戦列に復帰したが大きく順位を落としてしまう。また接触により、フロントカウルが浮いてしまい、加えて右サイ
ドの重要なパーツであるバーチカルフィンを失う手負いの状態に。その後はペースが上がらず、43周を終え中山と交代した。 
 

第3スティント︓中山が最後まで意地を見せるも暫定15位で赤旗終了 
 ステアリングを受け継いだ中山であったが、やはりクルマのダメージが大
きくてペースが上げられない状況。不屈の闘志を見せる中山は、最後
まで諦めない追い上げを続けていった。57周目に前をいく64号車に追
いつき、抜く直前にシケイン手前にて23号車の大きな事故が発生し、
施設も破損。セーフティーカーが導入され、続いて赤旗中断に。監督
がブリーフィングルームに招集され状況説明がなされ、安全防護柵の修
復が最大レース時間内に完了する事が見込まれないため、決勝レース
はトップが58周完了時点の順位となる15位で赤旗終了となった。結
果に対する控訴が行われたためリザルトは暫定扱いで、GT500クラス
の競技結果は控訴結果が確定するまで留保されることになった。6月12日にリザルト確定。ドライバーポイントは獲得ならずラ
ンキング11位（計6点）に、チームポイントは2点を獲得しランキング12位（計14点）となった。次戦第4戦は、約2ヶ月のイ
ンターバルを経て、8月5日（土）・6日（日）に富士スピードウェイ（静岡県）にて開催される。 
 

  



■関口 雄飛 

「決勝まで良い流れできていたので、今回の結果は残念です。コンディ
ションの変化に対応できていなかったのかどうか色々と検証が必要ですが、
クルマのフィーリングは戦う毎に良くなってきていたので、次戦までのインタ
ーバルでタイヤ選択や作戦を考えて、次の富士こそ表彰台に上がれる
ように準備していきたいと思います。また今回の鈴鹿には大勢のスポンサ
ー様やファンの皆様に熱い応援を頂きました。ありがとうございました。良
いレースをお見せできるように引き続き頑張りたいと思いますので、変わ
らぬ熱い御声援をよろしくお願いいたします」 

 

■中山 雄一 

「持ち込みからクルマのフィーリングは良く、フリー走行では想定より多くの
データを得ることができました。自信を持って予選に臨み、各コーナーを
ギリギリまで攻め切ることはできましたが、思い描いたアタックとはならず悔
しい結果となりました。決勝でもコンディションとタイヤ選択が合わずペー
スが上がりませんでした。次戦までのインターバルを有意義に使い、課題
を一つ一つクリアして、何がなんでも勝利を引き寄せられるようにしたいと
思います。引き続き御声援のほど、よろしくお願い申し上げます」 

 

■監督 脇阪 寿一 

「走り始めからクルマもよく、チームの雰囲気も明るく、よい流れができて
進んでいたので決勝でのことは残念でした。振り返れば色々な要因は
見つかりますが、何か別の要因も隠れている気がします。検証と対策に
よって改善していくことの繰り返しですが、着実に成長できていますのでコ
ツコツと地道にやり続けるだけです。今回レース中に大きな事故がありま
したが全員が無事だったこと、レースの神様に感謝します。松田選手の
1日も早い回復を祈ります。結果は暫定で保留中ですが、ファンの皆さ
んの立場に立ったわかりやすい裁定を頂きますようにと審査委員会にお
願いしてきました。またBANDOHのみなさん、おめでとうございました」 

 
 
  



■Qualifying Result 
Pos. No. Car Driver Time SW 
1 36 au TOM'S GR Supra 坪井 翔／宮田 莉朋 * 1'44.585 40 
2 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本 雄資／阪口 晴南 * 1'44.679 4 

3 100 STANLEY NSX-GT 山本 尚貴／牧野 任祐 * 1'44.763 32 

5 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口 雄飛／中山 雄一 * 1'44.924 12 
天候︓晴れ、コース︓ドライ、Timeの*はQ2ベスト 

 

■Race Result 
Pos. No. Car Driver Time/Diff Laps 
1 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本 雄資／阪口 晴南 1:59'51.274 58 
2 36 au TOM'S GR Supra 坪井 翔／宮田 莉朋 +2.094 58 

3 1 MARELLI IMPUL Z 平峰 一貴／B.バゲット +25.303 58 
15 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口 雄飛／中山 雄一 1Lap 57 

天候︓晴れ、コース︓ドライ、5.807km×59/77Laps 
 

 

■Drivers Ranking 
Pos. No. Driver Total 
1 36 坪井／宮田 36 
2 3 千代／高星 29 
3 23 松田／クインタレッリ 25 
11 39 関口／中山 6 

Point standings after Rd.3 

■Team Ranking 
Pos. No. Team Total 
1 36 TGR TEAM au TOM'S  42 
2 3 NDDP RACING 38 
3 23 NISMO 32 
12 39 TGR TEAM SARD 14 

Point standings after Rd.3 

 

■Partners 
 

      

      

      

      

      

      
 

 
■情報参照先 
 

●サード公式ウェブサイト ︓https://www.sard.co.jp 
   SARD Facebook ︓https://www.facebook.com/SARD.Corporation 

   SARD Twitter ︓https://twitter.com/SARD_Racing 

   SARD Instagram ︓https://www.instagram.com/team_sard/ 

   SARD YouTube ︓https://www.youtube.com/channel/UCb5NIgwwcB7MtooRFaF5FVA 

●SUPER GT ︓http://supergt.net/jp/ 
 
 

■本リリースに関するお問い合わせ先：チーム広報担当：宮本 e-mail: media@sard.co.jp 
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